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   台風の大型化、前線の異常な発達など気候変動の諸現象が続々と現れる。 
   人類の科学技術は 21 世紀に入ってさらに発展を加速している。同時に、貧困や飢
餓、乳幼児の死亡、戦争など直面する問題も一層深刻化している。 
   科学は人類を幸福へと導くために発展するものと信じられていた。そして教育は科
学の発展を支えてきた。 




   学ぶ営みが人々の幸せを目指すものだとすれば、現在の教育は従来の価値観や社会
の在り方との決別し、誤りの生じた時点まで立ち戻らなければならない。 
 
   知床学は、都市で生まれた体系ではない。流氷に削られた崖の続く海岸線から1600
メートルの高さへと一気に駆け上る半島で生まれた。 
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   それはオホーツク海を疾走してくる吹雪と季節風に研ぎ澄まされた岩峰が荒々しく
並ぶ「最果ての地・知床」で生まれたのである。 
   知床学は、知床における場の学びでありながら知床のみにとどまらない。 
   より多く、より速く、より効率的に、より強いものに価値を見いだす従来の教育に
断固として決別し、未来へと肉薄する。 








   知床は地球規模で見れば小さな半島にすぎない。しかし、知床からの発信は、すぐ
れて鮮やかに人類の業（ごう）への倫理的挑戦の一つである。 
   知床をはじめ「僻地」と呼ばれる諸地域において、続々と誕生する地域学は、持続
的な未来に向けて従来の教育を乗り越え、新しい大きな力を生み出すだろう。 
   知床学はこれら地域学の旗手となることを宣言する。 
 
 しかし、現実には疲弊する地域経済、人口の流出など深刻な課題が山積している。わ
れわれはこれらの問題一つ一つにきちんと対峙していかなければならない。対峙して解決
に向かうことのできる人材を育てること、これが知床学の最大の使命であろう。ESDによ
る羅臼の地域創生の道筋にはこれからも多くの困難が待ち受けているに違いない。だが、
その一方で、高校の存続や地域の魅力化、住民の課題共有や意識の高揚など今後の方向性
がESDによって鮮やかに示されている。 
 これは、ESDを意識した時から現在までの間に、多くの出会いがあり、出会った人々が
羅臼町に熱い視線と有効で具体的な助言を贈ってくれた賜物である。 
 まさに「一人ではじめて一人に戻っていく」学びの営みとの相似ではないだろうか。 
 
（かなざわ・ゆうじ 北海道羅臼町教育委員会自然環境教育主幹） 
  
